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然をたいせつにし、美しいまちをつく
ましょう

まりを守り、明るいまちをつくりまし
壱

フ

儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
くりましょう

気で働き､豊かなまちをつくりましょう

いやりのある、あたたかいまちをつく
ましよう

南
発行と編集熱鰯密計繍鰯§印刷藤枝印刷所

ー

緑を育て へ願
66

めてい
＞

壁
●

お
そ
ろ
い
で
お
手
ま
き
さ
れ
る
両
陛
下

ｒ
、
ｆ
１
Ｊ
ｒ
１
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
１
Ｊ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
１
ｆ
Ｌ
Ｊ
Ｉ
ｊ
ｒ
、
ｆ
ｌ
Ｉ
ｒ
Ｉ
１
Ｆ
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ⅱ
１
－
Ｉ
ｆ
ｈ
ｆ
ｈ
ｆ
Ｌ
ｒ
ｈ
ｊ
ｈ
ｊ
‐
Ｊ
ｈ
ｉ
ｈ
ｊ
Ｎ
卜
Ⅱ
Ｌ
ｆ
Ｌ
ｒ
‐
１
１
１
－
‐
０
１
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｑ
Ｆ
‐
１

●

ヲヲ

一
「
緑
を
育
て
守
ろ
う
大
地
」
を
テ
ー
ー

ー
マ
と
す
る
第
訂
回
全
国
植
樹
祭
は
、
一

一
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
一

一
５
日
盈
日
と
型
日
の
２
日
間
開
催
さ
一

一
れ
ま
し
た
。

配
日
は
、
「
お
乎
杣
え
行
事
」
が

一
大
子
町
高
柴
台
で
、
型
日
は
、
「
お
一
一
手
ま
き
行
事
」
が
高
萩
市
下
手
綱
で
一

一
行
な
わ
れ
、
〃
緑
の
祭
典
〃
は
予
定
一

ど
お
り
終
了
し
ま
し
た
。

閉
日
大
子
町
で
の
「
お
手
植
え
行
事
」

を
終
え
ら
れ
た
両
陛
下
は
、
里
美
中
学

校
で
ご
昼
食
を
と
ら
れ
た
あ
と
、
小
雨

の
山
間
部
を
お
通
り
に
な
り
予
定
ど
お

り
ご
視
察
に
な
る
国
際
旺
々
茨
城
衛
星

通
信
所
へ
、
沿
道
に
は
、
両
陛
下
を
奉

送
迎
す
る
市
民
２
万
人
が
日
の
丸
の
小

旗
で
お
迎
え
温
く
歓
迎
し
て
い
ま
し
た

午
後
３
時
す
ぎ
両
陛
下
は
、
ご
宿
泊

所
で
あ
る
大
心
苑
の
五
号
館
へ
向
け
お

発
ち
に
な
り
、
ご
宿
泊
所
で
は
、
大
子
町

の
無
形
文
化
財
の
〃
浅
川
の
さ
さ
ら
〃

を
ご
覧
に
な
り
鴎
日
の
行
事
を
終
え
ら

れ
ま
し
た
。

型
日
は
、
前
日
の
小
雨
も
あ
が
り
五

月
晴
れ
で
初
夏
を
思
わ
せ
る
好
天
の
も

と
で
会
場
に
関
係
者
１
，
２
０
０
人
が

参
列
の
も
と
に
「
お
手
ま
き
行
事
」
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
９
時
卵
分
県
警
音
楽
隊
の
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
で
始
ま
り
、
市
内
の
中
学

＝

沿
道
に
市
民
２
万
人
が
お
迎
え

生
の
緑
を
愛
す
る
少
年
隊
の
手
に
よ
っ

て
国
旗
、
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
旗
、

県
旗
掲
揚
の
あ
と
、
山
本
茨
城
県
副
知

事
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
加
時
７
分
ち

ょ
う
ど
白
バ
イ
の
先
導
で
天
皇
・
皇
后

両
陛
下
が
ご
到
着
。
竹
内
茨
城
県
知
事

の
ご
先
導
で
特
別
奉
迎
者
の
お
迎
え
の

な
か
、
両
陛
下
は
お
手
ま
き
床
へ
…
…

天
皇
陛
下
に
は
″
す
ぎ
″
の
種
子
３

０
０
グ
ラ
ム
を
、
皇
后
陛
下
に
は
〃
い

ち
よ
う
″
の
姉
子
７
０
０
グ
ラ
ム
を
、

関
宗
長
県
林
業
種
苗
協
同
組
合
理
事
長

と
鈴
木
高
萩
市
長
の
介
添
え
で
、
一
粒
、

一
粒
ご
て
い
ね
い
に
お
ま
き
に
な
り

ま
し
た
。

お
手
ま
き
を
終
え
ら
れ
た
両
陛
下
を

場
内
全
員
が
万
歳
を
三
唱
。
日
の
丸
の

小
旗
を
ふ
る
ご
奉
送
の
中
、
白
バ
イ
の

先
導
で
、
両
陛
下
は
ご
退
席
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
あ
と
植
樹
祭
初
め
て
の
、
市
内

高
令
者
代
表
叩
人
に
よ
る
記
念
播
種
が

緑
を
愛
す
る
少
年
隊
の
介
添
え
で
〃
や

ぶ
つ
ば
き
″
〃
す
だ
じ
い
″
〃
も
ゑ

じ
″
〃
え
ご
の
き
″
〃
し
ら
か
し
″
の

五
種
類
の
種
子
を
ま
き
「
お
手
ま
き
行

事
」
は
、
す
べ
て
時
間
ど
お
り
終
了
し

ま
し
た
。

両
陛
下
が
お
手
ま
き
に
な
ら
れ
た
こ

の
両
種
子
は
、
苗
木
と
な
る
昭
和
弘
年

春
に
学
校
お
よ
び
公
共
施
設
な
ど
に
配

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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準
私
、
五
月
十
日
で
任
期
満
了
と
な
り

高
萩
市
収
入
役
を
退
任
い
た
し
ま
し
た

二
十
年
の
永
い
間
、
市
執
行
部
、
市

議
会
、
並
に
三
万
余
市
民
の
皆
様
方
の

暖
か
い
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
非
才

の
身
な
が
ら
、
大
過
な
く
愉
快
に
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
、

》
、
‐
、
私
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
昭
和
三
十

新
収
入
役
岩
、
本
義
文

私
、
此
の
度
任
期
満
了
と
な
り
退
任
り
ま
す
。

さ
れ
散
し
た
村
田
収
入
役
さ
ん
の
後
任
よ
く
財
政
の
基
盤
の
確
立
な
く
し
て

と
し
て
、
さ
る
五
月
十
日
の
臨
時
議
会
住
民
主
体
の
地
方
自
治
は
あ
り
得
な
い

勢
。
、
’

に
お
い
て
象
ご
同
意
を
頂
き
十
一
日
付
と
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
九
五
○

で
就
任
い
た
し
ま
し
た
岩
本
義
文
で
ご
年
の
シ
ャ
ゥ
プ
税
制
改
革
以
来
地
方
自

ざ
い
蛍
蛍
袈
、
．
《
《

治
は
三
割
自
治
と
か
四
割
自
治
と
か
言

》
小
二
・
０
．
毛
㈱

」帝

私
ご
と
で
恐
縮
で
す
が
、
私
の
誕
生
わ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
事
実
何
処
の
都

日
は
法
的
に
は
五
月
十
五
日
で
す
が
、
市
で
も
財
政
は
豊
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

実
際
に
は
五
月
十
一
日
で
あ
り
ま
す
。
か
て
て
加
え
て
、
あ
の
オ
イ
ル
シ
ョ

此
の
日
に
辞
令
を
受
け
ま
し
た
こ
と
は
ツ
ク
以
来
、
従
来
の
高
度
成
長
は
望
め

又
、
感
慨
鉦
豊
里
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ず
低
成
長
の
時
代
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ

こ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
も
、
公
人
り
ま
す
。
此
の
重
大
な
時
期
に
大
任
を

と
し
て
生
れ
変
り
、
高
萩
市
発
展
の
た
ま
か
さ
れ
ま
し
て
、
あ
ら
た
め
て
身
の

め
、
些
か
で
も
尽
し
た
い
と
思
っ
て
お
引
締
ま
る
の
を
覚
え
ま
す
。

蕊市
発
展
の
た
め
努
力

鱗

一
年
に
比
し
ま
し
て
高
萩
市
の
現
在
は

目
を
見
張
る
ば
か
り
の
発
展
で
あ
り
ま

す
。
浜
地
区
の
茸
の
出
て
い
た
松
林
が

住
宅
集
団
地
と
な
り
、
大
部
分
の
道
路

は
舗
装
さ
れ
、
山
林
原
野
は
工
業
団
地

に
代
り
海
の
見
え
る
ダ
ム
は
花
貫
観
光

の
名
所
と
な
り
ま
し
た
。
消
毒
さ
れ
た

清
水
が
各
家
庭
は
勿
論
学
校
の
プ
ー
ル

に
ま
で
配
水
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
正
に

近
代
都
市
と
し
て
躍
進
を
続
け
て
い
る

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

緑
と
文
化
の
都
市
づ
く
り
を

ー

前
収
入
役
村
田

姿
は
皆
様
と
共
に
ご
同
慶
の
至
り
で
す

し
か
し
社
会
は
常
に
進
歩
を
続
け
て

お
り
高
萩
市
と
し
て
の
事
業
も
複
雑
、

多
様
化
さ
れ
よ
れ
様
と
し
て
お
り
ま
す

ど
う
ぞ
県
北
唯
一
の
緑
と
文
化
の
都

市
づ
く
り
の
た
め
、
各
層
一
丸
と
な
っ

て
完
成
に
向
っ
て
ご
努
力
の
程
お
願
い

申
し
上
げ
、
高
萩
市
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
皆
様
方
の
限
り
な
き
、
ご
繁
栄

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
退
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

も
と
よ
り
私
、
地
方
自
治
に
は
全
く
の

素
人
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
方
自
治
と

は
、
民
主
主
義
と
地
方
分
権
と
い
う
考

え
方
を
基
盤
と
し
て
、
地
方
住
民
の
意

志
に
よ
っ
て
、
総
て
が
行
な
わ
れ
る
と

い
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
此
の
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ

い
て
、
私
は
職
務
を
遂
行
し
て
参
る
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
格
別

な
る
ご
指
導
と
ご
鞭
達
を
お
願
い
い
た

し
て
私
の
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す

正

已

日

第
１
回
臨
時
会
Ⅲ月５

昭
和
副
年
第
１
回
市
議
会
臨
時
会
は

５
月
加
日
に
開
か
れ
ま
し
た
が
岩
本
義

文
（
馳
歳
）
氏
を
収
入
役
に
選
任
す
る

こ
と
で
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
前
収
入
役
村
田
正
巳
氏
が
５
月

加
日
任
期
満
了
の
た
め
退
職
さ
れ
た
た

め
で
す
。

こ
の
日
上
程
さ
れ
た
議
案
は
２
件
、

報
告
１
件
で
、
い
ず
れ
も
可
決
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

新
任
収
入
役
と
な
ら
れ
た
岩
本
義
文

別表A市・県民税均等割の税率表 収
入
役
に

岩
本
義
文
氏
を
選
任

～
4，ぴ. ,L

別表C軽自動車税税率表

改正後

650円

1,000 4

1,300 "

2，000 ヶ

2,600 "

5，200 ヶ

5，900 参

2,900 '

3,300 "

3,300 "

1．300 参

2,000 "

' 2,600 〃
3，900 う

改K前

500円

800ヶ

1，000ヶ

1，500 ヶ

2,000 "

車 種一

総排気量5kc以下
原動機付

総排気量90cc以 卜
自転車 総排気量125cc以下

二輪のもの(側車付のものを含む。 ）

軽自動車及三輪のもの

黙薙 '昨首蕊｣Ⅲび小型 営業月j

特殊自動車以の貨物川蕊Ⅲ上
二輪の小型自動車

小凋農耕作堆"1 1.」 二輪のも"の

澤馴酬譜瞬染鼈|舗誤"'
殊 ，Iiを含む｡） イj # るもの ｜蹴鍵凶…

そ の他の も の

原動機付

自転車

軽自動車及

び小型

特殊自動車

のもの

四輪上以

無 ハI

貨物川

農耕作堆"1 1.｣

助｣ ! Ii （ズ l取脱

毅作叢j llrJ動

ルドを含む。）

車動翻

小型持殊

l呵輪のもの没

びカタピラを
イ1. # るもの

氏
（
本
町
３
丁
目
７
）
は
、
昭
和
妬
年

哩
月
早
稲
田
大
学
文
学
部
を
卒
業
さ

れ
、
昭
和
恥
年
１
月
㈱
岩
本
商
会
に
勤

務
、
そ
の
後
昭
和
妃
年
加
月
㈱
極
光
電

音
を
設
立
し
、
現
在
同
社
の
代
表
取
締

役
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
盲
人
用
ダ
イ
ヤ
ル
板
」
を
盲
人
の

方
に
無
料
で
お
分
け
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
二
局
萩
電
報
電
話
局
へ
ど

う
ぞ
鰯
②
２
９
９
１
営
業
課

4－500

2,500

吟

多

０
０

０
０

５
０

勺

９

２
１

〃
〃

？

０
０

０
０

５
０

１

２

3,000

細/州151年度の自動車排出ガスにかかる保安基準に適合する軽自動車、電気自動車

二ついては、 l刑和51年度・52年度の2年度間に限り《改正前の税率に据え置かれます

9

区 分

均等割

市 民 税

改正後

700円

改正前

200円

県 民 税

改正後

300円

改､二前
＝＝三

100円
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3月31日国会で地方税などの一部が改

正されました。税負担の軽減、適正化を

図るためのもので、ガス税の税率引下げ

市･県民税の均等割．軽自動車の税率引上

げなどが行なわれました。さらに、今年

は固定資産税の土地の評価替えの年にあ

たっていますが、それに伴う負担調盤措

置もありますので、あらましをお知らせ

します。

税制改正の らまし

ました。これは、昭和52年1月1日以後に

使用するガスから適用されます。
(注）

上昇率=撫鰯熱驚“
(2)農地に係る固定資産税については昭

和39年度以来、昭和38年度分の税負担

を超えないこととする措置が講じられ

てきたが、この庇、この税負担の据え

置き措置を廃止し、段階的な負担の調

整措悩を講じながら課税の適正化を図

ることになりました。

すなわち、昭和51年度から昭和53年度

までの各年度分の固定涜産税については

昭和51年度評価額の昭和50年度分の税額

算出のもとになった額（課税標準額）に

対する上昇率の区分に応じて定める次の

表に掲げる負担調整率を前年度の税額に

乗じて求めた額を限度とすることになり

ました。

軽自動車税

税率が別表Cのとおりになりました。

昭和51年度の軽自動車税から適用。

固定資産税・都市計画税

本年度は、固定資産税の評価替えの年

にあたりますが、土地についてはこの評

価額（51年度価格）を基礎として税額を

求めると、納税者の負担が急激に増える

場合があります。そこで、適切な税負担

を求めるために、前年度の税負担を基礎

とした、段階的な負担調整措置が図られ

具体的には、次の方法で税額を求めるこ

とになりました。

1 .． 固定資産税の算定方法

(1)宅地等（宅地、山林、原野などの農

地以外の土地をいう。 ）に係る昭和51

年度から昭和53年度までの各年度分の

固定資産税については、昭和51年度評

価額の昭和50年度分の税額算出のもと

になった額（課税標準額）に対する上

昇率の区分に応じて定める次の表に掲げ：

る負担調整率を前年度の税額に乗じて求

めた額を限度とすることになりました。

個人の市・県民税

○均等割の税率別表Aのよりになりま

した。

○均等割の非課税範囲一定の所得者屑

以下の負担の経減を図るため、均等割の

承を納める義務のある人のうち、前年中

の所得が11万円に、その人の控除対象配

偶者と扶養親族の数に1を加えた数字左

かiナた金額以下の人には、均等割が課税

されなくなりました。

○障害者などの非課税限度額引上げ障

害者・未成年者・老年者・寡婦の非課税

の範囲が拡大され、前年中の所得が70万

円（改正前60万円）以下の人はかからな

くなりました。

この結果、障害者などで給与所得者の

場合、支払金額で約120万円（改正前103

万7500円）以下の人は非課税になります

○白色専従者控除の引上げ白色申告者

の専従者控除の控除限度額が40万円（改

正前30万円）に引上げられました。

○老年者の要件である所得限度額の引上

げ老年者控除などの対象となる人は、

65才以上で、前年中の所得が1000万円

（改正前500万円）以下であることが適

用要件となります。

○医療費控除の定額基準の引下げと控除

限度額の引上げ医療聾が、前年の総所

得金額・退職所得金額・山林所得金額の

合計額の100分の5に相当する金額が5万

円（改正前10万円）かのいずれか低い額

を超える場合に、その超える金額につい

て200万円（改正前100万円）を限度とし

て認められることになりました。

※以上の改正は昭和51年度から適用。

法人の市民税

均等割が別表脾のように改正され、昭

和51年4月1日以降に終了する事業年度分

の法人市民税から適用されます。

ガス税

税率が2％（改正前3％）に引下げられ

衿
）

｜ 上晃率の区

1．2

(汰）ﾄｰ異塞_昭和51年度評価額
一L~ﾉ' 1~－昭和50年度課税標準額＝

（昭38年度評価額と昭和

． ‘ 50年度の評ｲⅢ額のいずれ

か少ない額

2都市計画税の算定方法都111計画税の
‐~

算定方法については、固定資産税と后

じような方法で算出されます。

|負担調蕊率｜ 上昇率の区分

１
２
３

１
１
１

1.3倍以下のもの

1.3倍を超え1,7倍以丁
のもの

1.7倍を超えるもの

別表B法人市民税の均等割税率表
率

改正前

税

改正後
法人な どの区分

資本の金額または出資金額が1億円を超える法

人（公共法人などを除く）、および、保険業法に

規定する相互会社で、市内に有する事務所など
の従業者（俸給_・給与もしくは賞与またはこれ

らの性質を有する給与の支払を受ける役員を含

む）数が100人を超えるもの ．

24,000円
4,000円

資本の金額または出資金額が1億円を超える法
人(上段に同じ）、および保険業法に規定する相
互会社で、市内に有する事務所などの従業者（
上段に同じ）数が100人以下であるもの、並び
に、資本の金額または出資金額が1千万｢r]を超
え、 1億円以下である法人。

資本の金額または出資金額が1千万円以下であ
る法人など, ：

12,000円

7,200円 2,400円

｜ 】」1.3倍以下のもの
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灘灘欝天
皇
陛
下
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
お
手
植
え

介
添
え
役
を
つ
と
め
ら
れ
た
大
部
享
克

（
羽
）
さ
ん
（
高
萩
市
青
年
林
友
会
副
会

長
）

天
皇
陛
下
に
直
接
ク
ワ
を
手
渡
す
介
添

え
役
を
つ
と
め
ら
れ
た
鈴
木
重
光
（
、
）

さ
ん
。
（
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
）

撚撚
ｼf』 f

灘熱蕊
酌

蕊
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謹
蕊
燕
浮
溌
溌
熱
蕊

鍔

撚鍵識蕊蕊蕊
23日午後両陛下を市民が日の丸

の小旗でお迎え成
功
だ
っ
た

全
国
植
樹
祭
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植樹祭初めての高令者記念播種をする代表
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鑑戦f
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を大
ご心

覧苑
に宿

泊
所
で

，
く
ｈ
ｆ
Ｉ
Ｊ
ｌ
ｊ
イ
ｂ
ノ
ー
ｊ
ｒ
ノ
ー
１
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
、
ｈ
ｆ
ｌ
Ｊ
ｈ
Ｊ
，
Ｆ
ｊ
ｒ
ｊ
ｉ
ｌ
Ｊ
、
，
ｆ
，
ｆ
、
ノ
ｊ
ｆ
Ｊ
ｆ
１
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｆ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｉ
ｊ
ｆ
一
植
樹
祭
関
係
の
写
真
を
市
役
所
一

一
と
中
央
公
民
館
へ
展
示
、
自
由
一

一
に
ご
覧
く
だ
さ
い

〆

、

‐

ノ

照

も

Ｊ

、

ノ

ー

、

‐

ノ

ー

ノ

ｆ

、

Ｊ

Ｌ
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ｒ

ｊ

ｉ

‐

Ｊ

１

、

Ｊ

ｒ

‐

ノ

０

Ｊ
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ｊ

ｒ

Ｊ

ｒ

ｊ

ｆ

恥

ノ

ー
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ｆ

Ｊ

ｊ

ｒ

‐

Ｊ

、

Ｊ

１

、

ｊ
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、

Ｊ

、

ｊ

‐

１

１

／

Ｊ

ｊ

ｊ

、

ｉ

一
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，迂哩二
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蝕
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静
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肥

鞠

謝

謝

溌

蕊

叩

劉

禅

溌

騨

鋸

篝
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鱗
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鱗
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「
浅
川
の
さ
さ
ら
」

鱗

パラボラアンテナの前で

高
令
者
代
表
者
に
よ
る
記
念

播
種
を
さ
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

鈴
木
一
司
（
灼
歳
）
本
町

小
山
政
男
（
的
歳
）
上
手
綱

安
村
篤
（
馳
歳
）
安
良
川

矢
代
良
三
（
万
歳
）
安
良
川

鈴
木
勝
正
（
沌
歳
）
赤
浜

今
川
孝
夫
（
万
歳
）
高
萩

沼
田
保
雄
（
蹄
歳
）
高
萩

菊
地
福
雄
（
師
歳
）
福
平

松
本
尚
（
船
歳
）
高
戸

大
森
き
ぐ
（
髄
歳
）
下
手
綱

緑
化
功
労
受
賞
者

一
全
国
植
樹
祭
の
茨
城
県
緑
化
功
労
者

茨
城
県
知
事
表
彰
者
（
敬
称
略
）

○
林
業
部
門

、
《
造
林
ｌ
松
本
基
下
君
田

、
、
、
林
政
一
般
ｌ
鈴
木
一
司
本
町

一

一
）
高
萩
の
植
物
頒
布

の
お
し
ら
せ

全
国
植
樹
祭
記
念
の
「
高
萩
の
植
物
」

が
６
月
１
日
か
ら
頒
布
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
象
く

だ
さ
い
。

○
頒
布
価
格
１
部
３
，
０
０
０
円

（
窓
口
価
格
）

○
頒
布
場
所
大
和
町
１
の
５

高
萩
市
教
育
委
員
会

ま
た
は
市
民
相
談
室

１
ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｊ

－
環
境
週
間

》
６
月
５
日
’
６
月
ｎ
日

一
美
し
い
日
本
の
四
季
を
子
や
孫
に
一

ｌ
ｆ
ｌ
Ｊ
１
Ｊ
‐
、
ｆ
、
Ｊ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｊ
１
ｊ
、
Ｊ
Ｉ
ｊ
１
１
１
ｊ
４
１
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｊ
Ｊ
、
ｊ
１
ｊ
４
ｊ
ｆ
、
Ｉ
ｆ
ｌ
ｊ
、
ｊ
ｌ
１
Ｊ
ｑ
１
ｊ
１
ｌ
Ｊ
１
Ｉ
１
Ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
１
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県
政
モ
’
一
タ
ー
制
度
と
は
、
県
政
を

県
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

県
民
の
声
を
行
政
に
と
り
入
れ
、
血
の

通
っ
た
行
政
、
県
民
と
と
も
に
あ
る
県

政
を
実
現
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
採

用
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
モ
ニ
タ
ー
は
、
県
民
と
県
政
の

昭
和
帥
年
３
月
か
ら
昭
和
副
年
２
月
の
で
、
１
本
当
り
の
税
金
は
、
昭
和
印
な
住
み
よ
い
市
づ
く
り
の
原
動
力
と
な

ま
で
の
１
年
間
に
高
萩
市
内
で
販
売
さ
年
度
は
約
０
．
８
０
３
円
に
な
り
ま
す
っ
て
お
り
ま
す
。

れ
た
た
ば
こ
の
総
本
数
は
７
８
３
８
万
し
た
が
っ
て
、
昭
和
別
年
度
中
に
日
本
い
つ
ぷ
く
し
な
が
ら
も
市
政
に
貢
献

、
９
８
５
０
本
で
し
た
．
こ
の
本
数
を
専
売
公
社
か
ら
当
市
に
納
め
ら
れ
た
た
で
き
る
、
こ
の
た
ば
こ
を
お
買
い
求
め

当
市
の
２
０
才
以
上
の
人
口
で
除
し
て
ぱ
こ
消
費
税
は
６
２
９
５
万
４
，
６
１
に
な
る
と
き
は
、
ぜ
ひ
高
萩
市
内
で
お

ゑ
る
と
、
１
人
当
り
３
，
６
５
８
本
と
０
円
で
市
税
総
額
約
８
億
６
，
３
０
０
買
い
上
げ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

な
り
、
１
人
１
日
平
均
、
本
消
費
し
た
万
円
の
７
．
３
％
に
あ
た
り
、
市
の
責
し
ま
す
。

こ
と
に
な
り
ま
す
。
、
重
な
財
源
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（
売
渡
し
本
数
×
４
．
４
３
７
円
）

こ
の
た
ば
こ
の
代
金
に
含
ま
れ
て
い
鱒
こ
の
財
源
は
、
道
路
通
教
育
施
設
等

×
皿
而
Ⅱ
た
ば
こ
消
費
税

る
税
金
、
す
な
わ
ち
た
ば
こ
消
費
税
は
の
公
共
施
設
の
整
備
や
福
祉
行
政
等
の

次
の
よ
う
な
方
法
で
算
出
さ
れ
ま
す
充
実
の
た
め
に
幅
広
く
使
わ
れ
、
豊
か

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
く
意
味
か
ら
、
が
委
嘱
さ
れ
現
在
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

当
面
す
る
、
ま
た
は
、
将
来
に
わ
た
る
○
山
口
周
一
さ
ん
（
謁
歳
）
Ⅱ
春
日

人
県
の
施
策
に
対
す
る
建
設
的
な
意
見
、
町
２
１
弱
（
時
計
商
）

零
で
藻
窪
琴
‐

月
か
ら
砲
年
３
月
孤
日
ま
で
の
一
年
間
電
話
②
３
５
７
８

・
萢
訣
●
忠
隊
洋
舞
毒
艶
噌
吋

タ

泳
灘
瀞
ｒ
｜
｜
腰
賑
蛎
僅
臘
辰
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ

山口さん

た
ば
こ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

県政モニターに二人

・

・

歸

鍾

蕊

謹

識

塞

蕊

謹

睡

堤

●

水

戸

検

察

審

査

会

で

は

、

４

月

鋤

日

検
察
審
査
員
と
し
て
当
市
か
ら
岩
間
マ

サ
子
さ
ん
（
上
手
綱
１
３
２
６
の
３
）

Ⅱ
写
真
Ⅱ
を
選
任
し
ま
し
た

岩
間
さ
ん
は
、
詐
欺
、
窃
盗
、
交
通

事
故
と
い
っ
た
よ
う
な
刑
事
事
件
に
つ

い
て
、
検
察
官
が
し
た
不
起
訴
処
分
（

一
）蕊騨識

検
察
審
査
員
に

岩
間
マ
サ
子
さ
ん

裁
判
に
か
け
な
い
こ
と
）
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の
が
主
な
し

ご
と
で
す
。
ご
相
談
は
、
水
戸
市
大
町

１
の
１
の
詔
、
水
戸
地
方
裁
判
所
内
の

水
戸
検
察
審
査
会
（
霞
水
戸
例
０
０
１

１
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ｐ

平
田
喜
栄
子
さ
ん
（
弱
歳
）
Ⅱ
肥
前

町
１
の
伽
Ⅱ
は
、
さ
る
４
月
羽
日
の
天

皇
誕
生
日
に
、
看
護
婦
歴
調
年
間
に
わ

た
る
患
者
の
さ
さ
え
と
な
り
、
勲
五
等

瑞
宝
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
励
ま
し
と
な
っ
て
看
護
に
専
念

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
偲
年
に
は
、

日
本
顕
彰
会
か
ら
表
彰
を
受
け
て
い
ま

す
。

平
田
さ
ん
は
、
県
立
水
戸
高
女
を
卒

さ
る
５
月
７
日
、
午
前
加
時
よ
り
市
中
上
、
東
本
町
１
の
５
、
島
名
第
５
の

央
公
民
館
で
納
税
組
合
長
さ
ん
を
招
き
１
、
上
町
下
、
高
萩
市
医
師
の
各
組
合

納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
が
開
か
れ
ま
し
▽
納
税
功
労
者
（
個
人
）

た
。
藤
田
光
昭
（
郵
便
局
納
税
組
合
）

日
ご
ろ
の
納
税
に
ご
協
力
を
い
た
だ
水
口
力
（
若
竹
納
税
組
合
）
、
藤
井

い
て
お
り
ま
す
組
合
長
さ
ん
を
は
じ
め
実
（
潮
納
税
組
合
）
、
佐
藤
隆
一
（

市
民
の
桑
な
さ
ん
に
厚
く
お
礼
を
申
し
駒
形
町
納
税
組
合
）
、
根
本
昇
（
島

上
げ
ま
す
。
名
上
納
税
組
合
）
、
豊
田
竹
男
（
秋

大
会
の
席
上
、
次
の
優
良
な
組
合
、
山
下
西
二
納
税
組
合
）
、
作
山
友
信

団
体
、
納
税
功
労
者
皿
名
に
そ
れ
ぞ
れ
（
前
の
内
納
税
組
合
）
、
佐
川
五
郎

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
兵
衛
（
上
大
能
納
税
組
合
）
、
大
部

表
彰
に
輝
く
組
合
な
ら
び
に
功
労
者
秀
彦
（
大
能
下
納
税
組
合
）
、
沼
田

は
次
の
と
お
り
で
す
。
広
之
（
神
合
一
納
税
組
合
）
、
佐
川

▽
納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）
勝
次
苗
の
草
納
税
組
合
）
、
佐
川

花
貫
、
島
名
三
南
、
行
人
塚
二
、
杉
順
一
郎
（
大
能
台
納
税
組
合
）
の
各

岡
、
下
君
田
宿
、
安
良
川
六
束
、
宿
氏
で
し
た
。

学
“
三
一
今
“
・
皇
亨
Ｄ
Ｄ
’
一
三
皇
・
ロ
ロ
ー
↑
』
宇
口
皇
口
三
言
・
・
三
一
一
・
，
’
一
三
・
口
。
腸
一
三
一
口
・
目
三
一
“
ロ
。
‐
三
一
皇
Ｄ
皇
司
一
言
ロ
ロ
・
ロ
ー
』
三
口
。
“
皇
三
一
．
・
ロ
ロ
三
一
口
。
“
今
一
三
‐
，
．
一
三
一
・
・
・
・
一
三
・
“
・
再
三
ロ
ロ
・
皇
．
〒
且
』
三
・
。
。
ｐ
三
一
皇
“
ロ
マ
三
一
“

!

吾納
税
組
合
長
大
会
開
か
れ
る

勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
賞

平
田
さ
ん

業
後
、
看
護
婦
の
資
格
を
と
り
、
戦
時

中
、
高
萩
小
学
校
の
学
校
看
護
婦
と
し

て
勤
め
、
の
ち
に
東
京
国
立
療
養
所
か

ら
青
森
市
の
松
丘
保
養
所
総
婦
長
を
勤

め
、
⑬
年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
平
田
さ
ん
は
「
看
護
婦
と

し
て
あ
た
り
ま
え
の
勤
め
を
し
た
だ
け

な
の
に
…
…
。
こ
れ
か
ら
は
、
な
に
か

役
に
立
つ
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
叙
勲
の
栄
に

輝
い
た
よ
ろ
こ
び
を
話
し
て
い
ま
し
●
た
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「
楽
し
く
遊
ぼ
う
ゑ
ん
な
の
広
場
」
は
、
２
回
目
を
迎
え
、

営
野
球
場
を
１
日
開
放
し
て
、
５
月
９
日
（
母
の
日
）
に
開

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
五
月
晴
れ
の
下
で
家
族
連
れ
や
、
チ
ビ
ッ
子

ど
５
，
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
高
萩
市
、
市
教
育
委
員
会
が
企
画
し
た
も

で
、
午
前
皿
時
開
場
と
同
時
に
、
フ
ェ
ン
ス
に
日
本
加
工
製

高
萩
工
場
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ロ
ー
ル
紙
や
画
用
紙
に
チ
ビ
ッ

た
ち
は
思
い
思
い
に
落
書
や
、
写
生
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
馬
コ
ー
ナ
ー
、
パ
タ
カ
、
体
力
コ
ー
ナ
ー
な
ど

自
分
の
体
力
を
た
め
す
な
ど
自
由
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

チ
エ
リ
ー
ズ
楽
団
の
バ
ン
ド
演
奏
の
あ
と
バ
ッ
ク
ス
ク
リ

ン
前
の
舞
台
で
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
ゑ
の
秘
密
戦
隊
・
ゴ

ン
ジ
ヤ
ー
も
出
演
、
チ
ビ
ッ
子
た
ち
を
喜
ば
せ
、
ま
た
、
ラ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
チ
」
ヒ
シ
子
の
ど
自
慢
な
ど
が
あ
り
親

連
れ
の
１
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
ｑ

母
の
日
仙
人
が
野
球
場

５

全国林業後継者大会に350人参加
第27回全国植樹祭記念行事の全国林業後継者大会が5月

22日、 23日の2日間大心苑と大子町（全国植樹祭会場）で

開催されました。 この大会には、全国各地から130人、県

内220人計350人が参加。22日は代表7人による体験発表の

あと午後7時からキヤンフブアイヤー場で市婦人会のリー

ドで市民ぱやしのおどりなど全員が参加し自由交歓会が行

なわれました。

23日は、大子町高柴台での全国植樹祭会場へ出席し記念

植樹が行なわれました。

当市からは、高萩市青年林友会弓野勝男さんら10名か参

加しました。 ▼

に

子イレ I で子紙の な 催市

運議鳶毒謡篭 ＝一=‐議溌蕊溌蕊繊
g怠蕊

動溌簿"3":¥f…… ≦=……:≦Ⅱ Ⅱ":……姪;≦ 二塁: :蕊:重墨,.…ゞ "￥ 。 ‘ “::.‐ ”: ､，…￥ ，……－. ‐ ”…点．

溌
親月1 1EIから5月4日まで開かれました。

このセミナーには、外国留学生66名、 日本学生など含め

菫計100名が参加し、 2日には、陶芸、華道、バスによる市内
ロ 見学などのあと、市内の中学生家庭に1日民泊をし親善交
一L‐ 流をしました。 3日には、雨天のため11T体育館を利用、 T]-

父体育指導員の指導による運動会のあと午後5時からビーチ

流悪鰯:鰍聰調1体などによる､…

L 二

○
鈴
木
尋
、
石
勝
忠
、
高
萩
東
一
、
神

谷
永
三
、
渡
辺
竹
男
の
み
な
さ
ん

福
祉
の
た
め
に
２
０
，
０
０
０
円

○
Ｎ
．
Ｋ
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
ズ
Ⅱ
チ
ャ
リ

テ
ィ
ダ
ン
ス
。
〈
ｌ
テ
ィ
ー
益
金

、

２
５
０
０
０
円

る
友
の
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
計
画
で

市
民
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
自
由
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
参
加
希
望
、

問
い
合
わ
せ
は
、
市
教
育
委
員
会
ま
で

連
絡
さ
れ
た
い
。

■

乳
参
加
へ
の
誘
な
い

会
が
主
催
す
る
探
烏
会
や
、
山
草
会

（
同
時
が
多
い
）
へ
の
参
加
者
が
思
う

よ
う
に
増
加
し
て
い
な
聡
総
会
で
は

市
内
の
各
職
場
ご
と
に
呼
び
か
け
て
ｌ

ｌ
永
谷
園
と
か
、
警
察
署
と
か
’
１
１
家

肉
Ⅱ
叫
ｊ
ｆ
Ⅱ
Ｆ

》
声

鰄

釜
呈
昼

あ
、
が
と
うＩ

ｉ
こ
と
し
の
行
事

初
夏
が
や
っ
て
き
た

た
ん
ぽ
が
一
段
と
緑
を

こ
く
し
、
大
自
然
の
美

し
さ
が
、
ど
ん
な
に
人

間
を
な
ぐ
さ
め
、
励
ま

し
て
く
れ
て
あ
り
が
た

い
か
と
し
忠
じ
み
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
。

高
萩
市
自
然
を
愛
す

観
察
会
へ
ど
う
ぞ

族
ぐ
る
み
の
グ
ル
ー
プ
参
加
を
ね
ら
っ

て
ば
と
い
っ
た
案
も
で
た
．
し
か
し
、

い
ま
の
会
の
力
不
足
を
理
由
に
後
日
に

見
送
ら
れ
た
。

お
と
し
よ
り
、
婦
人
、
こ
ど
も
を
と

わ
ず
、
ぜ
ひ
一
度
、
観
察
会
へ
参
加
し

て
み
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
野
鳥
の
姿
、

声
を
あ
な
た
の
瞼
の
中
に
焼
付
け
、
耳

に
録
音
し
、
山
草
の
好
き
な
方
は
先
生

に
つ
い
て
知
識
を
ひ
ろ
げ
て
も
ら
い
た

い
。
こ
の
よ
う
な
人
だ
が
、
は
じ
め
て

郷
土
の
自
然
を
愛
し
、
守
り
ぬ
く
力
が

養
な
わ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
。
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

○
根
本
昇
さ
ん
Ⅱ
島
名

青
少
年
の
た
め
に１

４
１
０
０
０
円

○
昭
和
興
産
株
式
会
社

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基

。
コ
ミ
箱
（
鉄
製
）
６
個

○
箕
川
哲
之
助
Ⅱ
安
良
川
花
か
ご
別
個

○
昭
和
別
年
度
老
人
大
学
院
園
芸
ク
ラ

ブ
（
中
央
公
民
館
庭
木
と
し
て
）

１
５
，
５
０
０
円

へことしの行事計画一

7月24日～25（亀谷地1泊）

花園にある山荘

9月26日 (大能牧場)

11月7日か14日 （土岳）

52年1月 （松島湾1泊）

実施日の変更、追加がある

場合がある。
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農
家
の
代
表
で
３
年
に
一
度
改
選
さ
員
会
が
、
県
に
は
茨
城
県
農
業
会
議
が

れ
る
農
業
委
員
酪
名
の
選
挙
は
、
４
月
そ
し
て
中
央
に
は
、
全
国
農
業
会
議
所

塑
日
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
定
数
で
締
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
市
の
委
員

め
切
ら
れ
次
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
会
は
、
い
ち
ば
ん
身
近
に
あ
っ
て
農
業

た
。
ま
た
、
５
月
、
日
に
開
か
れ
た
市
が
よ
く
発
展
す
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
重

議
会
臨
時
会
で
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
要
な
仕
事
を
す
る
機
関
で
す
。

５
名
の
推
せ
ん
を
受
け
農
業
団
体
の
推
①
農
地
法
そ
の
他
の
法
令
に
よ
り
権

せ
ん
を
含
め
空
名
の
新
し
い
農
業
委
員
限
に
属
さ
れ
た
農
地
等
の
耕
作
、
農

が
決
ま
り
ま
し
た
。
・
民
の
権
利
を
保
護
し
、
自
作
の
創
設

○
農
業
委
員
会
の
行
な
う
仕
事
と
は
、
と
そ
の
維
持
を
図
り
、
交
換
分
合
を

農
業
生
産
力
の
発
展
及
び
農
業
経
営
行
な
い
農
地
等
の
利
用
の
あ
っ
せ
ん
を

の
合
理
化
を
図
り
、
農
民
の
地
位
向
上
し
た
り
争
議
の
防
止
に
努
め
る
。

に
寄
与
す
る
た
め
、
市
に
は
、
農
業
委
②
農
業
や
農
村
に
関
す
る
振
興
計
画

亀
一
・
・
・
一
尋
部
ロ
ニ
ニ
》
・
昌
一
二
号
三
】
一
三
・
三
】
吾
二
男
。
且
一
一
一
畳
』
二
一
言
二
一
二
二
二
二
一
・
・
』
一
宮
・
・
』
二
】
・
口
三
二
冒
呈
弓
骨
呂
一
二
・
呂
二
一
・
・
一
二
一
・
・
三
二
農
』
二
一
・
首
一
二
二
二
一
一
・
・
一
二
】
犀
・
二
『
巴
』
二
一
』
呂
三
一
ニ
ニ
ー
ニ
含
邑
臣
呂
・
二
】
“
昌
一
言
・
ロ
ニ
ニ

~

「

声

）

》

新
ら
し
い

農
業
委
員
が
決
ま
る

全
国
植
樹
祭
で
、
両
陛

下
の
お
泊
り
に
な
ら
れ
た

大
心
苑
は
、
若
人
の
研
修

施
設
と
し
て
、
い
つ
も
賑

わ
っ
て
い
る
。

陛
下
の
お
立
ち
に
な
ら

れ
る
屋
上
の
展
望
台
か
ら

は
、
高
萩
市
が
一
望
の
う

ち
に
目
に
入
る
。

パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ

絵
と
文
伊
藤
龍
馬
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を
た
て
た
り
そ
の
計
画
の
実
施
を
お

し
す
す
め
る
。

③
農
業
技
術
の
改
良
、
農
作
物
の
病

虫
害
の
防
除
、
そ
の
他
農
業
生
産
の

増
進
、
農
業
経
営
の
合
理
化
及
び
農

民
生
活
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

④
農
業
経
営
や
農
民
生
活
に
つ
い
て

調
査
を
し
た
り
研
究
を
す
る
。

⑤
農
業
や
農
民
に
関
す
る
啓
発
や
宣

伝
を
す
る
ほ
か
、
そ
の
区
域
内
の
農

業
お
よ
び
農
民
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
意
見
を
公
表
し
他
の
行
政
庁
に

建
議
し
、
ま
た
は
、
そ
の
諮
問
に
応

じ
答
申
等
を
行
な
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
相
談
を

○
農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
、
転
用
、
交

換
し
た
い
と
き
。

○
農
地
を
め
ぐ
る
紛
争
が
生
じ
た
と
き

○
農
地
の
一
括
贈
与
を
受
け
る
と
き
。

○
農
地
を
買
う
資
金
が
必
要
な
と
き
。

○
農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
い
と
き
。

そ
の
他
農
業
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど

ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
ま
す
。
農
業
委

員
会
事
務
局
は
内
線
２
丘
２
で
す
。

高萩市農業委員会委員名簿

年令麹_塁 名 ｜ 住 所

選挙松本基

〃 下山田満男

〃 鈴木栄

〃 菊地茂明

" 柴固徳夫
f． 柴 田薫

〃 神長良道

〃 豊田武門

〃 柴田正己

〃 大部昭雄

〃 安島松夫

〃 佐川馨

〃 o斉藤勝美

" 沼田浩

〃 下山:田宗司

〃 大高裕司

選任◎鈴木藤太

〃 O弓， 野仁

〃 佐藤正

〃 佐川五郎兵衛

〃 鈴木光一

〃 鈴木広次

下君田1.828

上手綱546

赤浜776の2

中戸川603

高萩147

高戸130

上手綱2831の］

横川197

石滝499のl

秋山1,649

安良川741

上君田1.531

下手綱712

高萩446

秋山Iの83

島名1.134

下君田1.131

秋山300

石滝2.471

大能468

上手綱1.747

上君田537

１
，
０
，
０
１
３
０
１
９
１
Ｊ
３
３
０
１
３
３
１
３
３

０

＃
“
６
６
仏
６
＃
６
ｆ
６
．
＃
６
６
＃
＃
６
６
１

６
６
６
６
６

一
議
峠
》
藍
雑

７
Ｌ
ｒ
４
７
卜
ｒ
ｄ
７
ｔ
１
３
Ｉ
Ｅ
Ｉ
弓
ｊ
Ｅ
Ｉ
１
Ｉ
Ｆ
ｊ
７
ｔ
Ｉ
１
ノ
ｉ
３
Ｉ
Ｆ
Ｉ
３
ｊ
Ｆ
４
７
Ｌ
Ｆ
Ｊ
７
Ｌ
ｒ
４
７
Ｌ
ｒ
ｊ
ｊ
Ｆ
Ｉ
９
ｊ
Ｅ
Ｉ
４
Ｌ
ｒ
４
ｊ
日

阿久津彦五

一一一＆ａ－令一参矛一一壺吟一声一座一一一寸ユ手些皇一一一一一手』一一孟杢秀一壷

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
、
藩

主
毛
利
慶
親
に
従
っ
て
江
戸
に
き
た
吉

田
松
陰
は
、
一
東
北
遊
歴
の
志
を
立
て
赤

穂
浪
士
討
入
り
の
十
二
月
十
五
日
を
門

出
の
日
と
定
め
、
ま
ず
水
戸
に
向
う
の

究
画

で
あ
る
。
十
七
日
に
筑
波
山
に
登
り
、

笠
間
に
泊
り
、
十
九
日
に
水
戸
に
着
く

徴“、 妻
③可騒史
吉田松陰と高萩

文・志田諄一
郎

二
十
一
日
と
二
十
三
日
に
会
沢
正
志
斎

を
訪
問
し
、
学
問
や
政
治
情
勢
の
話
を

聞
く
の
で
あ
る
。
松
陰
の
書
い
た
「
東

北
遊
日
記
」
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、
瑞

竜
山
や
西
山
荘
、
那
珂
湊
や
鹿
島
を
廻

り
、
翌
年
一
月
十
一
日
に
再
び
水
戸
に

来
る
。
二
十
日
に
水
戸
を
出
て
森
山
（

日
立
市
）
に
泊
り
、
二
十
一
日
に
手
綱

に
宿
を
と
り
、
阿
久
津
彦
五
郎
を
訪
ね

た
。
そ
の
夜
は
彦
五
郎
が
松
陰
の
宿
に

き
て
歓
談
を
す
る
の
で
あ
る
。
二
十
二

日
、
松
陰
は
再
び
阿
久
津
家
を
訪
ね
、

長
久
保
赤
水
の
「
竜
子
山
記
」
を
見
て

い
る
。
そ
の
日
、
彦
五
郎
と
一
緒
に
赤

浜
に
行
き
赤
水
の
蟇
に
詣
で
、
磯
原
の

野
口
源
七
の
家
を
訪
れ
る
の
で
あ
る
。

阿
久
津
彦
五
郎
は
、
中
山
氏
の
家
臣

で
、
学
問
に
通
じ
武
芸
に
秀
れ
た
剛
直

な
人
物
で
あ
っ
た
。
酒
が
好
き
で
談
論

を
よ
く
し
、
そ
の
言
葉
は
人
を
し
て
感

奪
興
起
さ
せ
た
と
い
う
。
か
つ
て
松
陰

が
く
ぐ
っ
た
阿
久
津
家
の
長
屋
門
は
、

今
も
手
綱
の
武
家
屋
敷
に
残
っ
て
い

る
。

｜

I
◎は会長、Oは会長代理）
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翁 皿
い。ハガキの場合は、住所、氏名、年

令、世帯主、希望日を明記してくださ

い。

4.料金700円

5.申し込み先市役所轡③-2111内線28

7.288へ

6.申し込承期限7月24日まで．

｜証す
者
で

給
更

費
ら
受
変

療
か

医
月

人
７

老
はこ

老人医療喪受給者証の更新時期が近づ

いてきました。現在、交付してある受給

者証は、 6月30日で有効期限がきれます

次の日程により、新しい受給者証とと

りかえます。 7月になると現在の受給考

証は無効になり使用できなくなります。

なお、昨年一定の所得があったため

⑬医療福祉費受給者証の交付を受げて
いるおとしよりの方も同時に更新の手続

きをとってください。

〆李一延 1.更新期間6月28日から30日まで
~

－2場所市役所保険年金課
3必要なものイ老人医療費受給者証

口健康保険証ハ.印かん

す。

くわしいことは保険年金課内線225へ

｜ 松岡地区乳児健診と指導

1.受診貸格、生後3カ月～6カ月乳児

2.期日、 6月11日、午後130～2.00

3.場所、松岡小学校､；

4.診査、指導、宍戸先生、高萩保健所、

市保健婦

5.母子手帳、バスタオルは忘れずに

6.該当以外の方で希望者は受診してくだ

さい。

7.くわしいことは、保険年金課へ

｜ 街頭献血にご協力を
駅東口で、街頭献血が行なわれます。

1． 期日 7月16日（金）

2 場ﾘT駅東口

3 時間、午前10時より4時ゴで

※iil'1161.から65才までの方

胃の集団検診

1.年令, 30才以上の住民

2検診日と場所

市役所－8月2日（月） 、‘ 3日（火）

4日 （水） 、 5日（木） 、 6日〔金、

9日（月） 、 10B(火）

秋山小－7日（土）

3、申し込象方法

電話、ハガキで直接申し込んでくださ

公民館講座生を募集 ’

◎料理講座

とき 7月～9月（月1回）第1または

第3火|曜日午前10時から12時まで

内容季節の料理など

講師梅原れい子先生

定員50人会費1,100円（3回分）

◎手芸講座

とき 7月～9月（月2回）節1.3月曜日午

前9時30分から11時30分まで

内容革工芸（レザー・クラフト）

講師佐藤しずえ先生

定員 20人会費500円(1回分）

申込みやお問合せは、 6月26日（締切

「児童手当の現況届可
一 は6月中に－

児童手当は、 18才未満の児童を3人以

上、養育していて、そのうちに義務教育

終了前（中学生）の児童がいれば、第3

子から1人月額5,000円の手当が受けら

れるものですが、児童手当を受けている

方は、毎年「児童手当現況届」を出すこ

とが義務づけられております。

この現況届は6月30日が提出期限とな

っております。

なお、現況届の提出がおくれたり、忘

れたりすると6月分からの手当の支払い

が受けられなくなります。

また、今ｲIaになって、新たに該当した

方も、同様に現況届を出すことになりま

り日）

どう』茅

までに中央公民館（霞I3-1125)-

彗
且0

－市民体育館利用時間

の変更

市民体育館では、バレーボールや、バ

スケットボール、バトミントンなどの使

用時間を6月から8月までの3カ月間は閉

館時間を午後10時までに変更します。

（料金は変りません） くわしいことは騨

③2552へ。

〆

=ー

お気軽にどうぞ

相談 日 案内

蕊
～

市 民

相談室

市政に対する苦情・要望 一般市民相談 毎 日

行政相談 第2,第4木曜1時～4時役所に対する苦情・要望相談

偶数月の第3水曜
10H寺～4日寺 中央公民館

研修会館

交通事故相談交通事故専門の相談

毎週木曜1時～3時心配ごと相談家庭内の心配ごと
､ﾛﾛ. . , I PI '' ' 1 1 1 0 , . ' 1 ' '･ ' 1 1 0, . , 1M'' 1 1Ⅱ. ‘ , I 7I 1MDLIl -,oUl I IqI II Lq ･D l I l O0q』1 1 1-. , I II p1 I lI I b, p I I l p UUⅡｬ.､dR11FOlル

ミ
ミ

市の人口と世帯数 ；音

5月，日現在 前月比 ：
盲

三 人口 31,220人 （増39) :
冒 呈

言 男 15，298人 （増16） 畠
ミ

： 女 15,922人 （減23) f
言

自 世帯 8，658世帯 （増27） 皇
見咄ﾛ.､DII』I qUⅡ恥qqOIⅡI ･ﾛwI 1 h‘ 凸, 【 , 1 ..,1 ,.,‘Ⅱ11 , ,111,pDBIIlI '･I 【II Ip,IF1 .,Ⅱ10.‘ ‘ ,11 1 ..' ' 1 0.0 , ,1, . , 1N00.61Ⅱ0'･臼

毎週火曜1時～3時家庭児童相談児童の問題でお困りのとき

第3週水曜10時～2時

毎週土曜9時～12時

商工会館ねんきん相談厚生年金等に関する相談

分庁舎健康相談身体健康に不安な方

妊娠中・安産・産後・保健育

児について

毎月第1から第4金曜

1時～3時30分
母親教室

保健所

第4木曜1時～3時個人通知を受けて未受診者 ’三才児健康診査


